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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

令和元年度

68,689

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

未達成84.5

目標値

77

68.4

56

84.5

成果

73

71.3

・地域の健康課題を「見える化」し、市町村における的確な
保健事業実施への支援を強化することで、市町村の保健事
業の取組を推進するため、「糖尿病性腎症重症化予防の取
り組みを行う市町村数」を成果指標に設定
・本事業の目的である、体を動かす（Action )、健診を受ける
（Check)、健康に食べる（Eat)の取組を促進するため、
①健康づくりのために運動に関する取組を行っている者の
割合を成果指標に設定
②特定健診受診率を成果指標に設定
③健康づくりのために食生活に関する取組を行っている者
の割合を成果指標に設定

備考

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

健康づくりのために食
生活に関する取組を
行っている者の割合

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

119,104 111,164

156,369

275,473

216,955

328,119

29.1

239,144

377,065

成果指標
設定理由

目標に対する

成果の状況

・糖尿病性腎症重症化予防については、関係団体と重症化予防プログラムを策定、統一した基準や手順を設定するとともに、
市町村の状況に合わせてきめ細やかに支援ができるよう県内10圏域ごとに推進体制を構築したが、小規模町村では取り組め
ないところもあり未達成となった。
・効果的な運動手法の普及啓発や、地域毎のライフステージ別の健康課題に対して、健康に配慮した食生活や適切な栄養
摂取の取組を実践したが、食生活に関する取組の割合は未達成となった。
・特定健診については受診促進キャンペーンなどの広報や、受診率の高い市町村の取組を好事例として紹介するなど、受診
率の低い市町村での取組を促進した結果、目標達成となった。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

・県民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組めるよう様々な
取組を行ってきたが、その重要性が県民に十分に浸透してい
るとは言い難い。
・若い世代や働き盛り世代に生活習慣病予防につながる生活
習慣を身につけてもらうことが重要。

・プロジェクトの普及については、世代別にアプローチすること
が重要であるため、県が直接実施するよりも効果的・効率的に
行うことができる民間業者を活用して事業を実施する。
・社員食堂での健康に配慮した食事提供の支援やコンビニ等
での健康に配慮したメニュー提供の促進を行う。
・スマホアプリを利用した働き盛り世代の対象のウォーキングイ
ベントを実施し、企業の健康づくりの取組を支援する。

6,002

138,894

0 0
54.2 達成

137,921

62,632

75,289

0

68,460

19.3 26.40

糖尿病性腎症重症化
予防の取り組みを行う

市町村数

56

84.3

特定健診受診率(％）

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債

健康づくりのために運
動に関する取組を行っ
ている者の割合（％）

76,368 70,205
66.8 達成

135,919

8,909

144,828

132,892 137,921

事業番号 05 06 01

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

県民一人ひとりが、自ら運動や食事に関する健康づくりに積極的に取り組み、生きがいを持ち、健やかで幸せに暮らせる「しあ
わせ健康県」の確立。

（主な実施内容：県民の健康状態に係るデータを「見える化」して、市町村、協会けんぽ等の保険者や企業経営者と健康課題
を共有し、保険者が行う保健事業や企業による健康経営の取組を支援、運動習慣定着の効果的な取組方法の助言・指導、
健康づくりの取組に多くの参加を得るための「健康ポイント制度」の研究、ライフステージ別の健康課題に応じた生活習慣改善
への支援、県民一人ひとりの行動変容に繋がる生活習慣病予防の具体的な取組方法の発信など）
など）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

57 未達成

　その他

現状
(予算編成時)

県民一人ひとりの健康を更に増進するため、本県の課題である脳卒中の予防などの生活習慣
の改善に取り組む県民運動を、県民、関係団体、市町村、企業等の参加のもと、展開してい
る。

30年度
決算額

111,164 千円

職員数 26.40 人

kenko-zoshin@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 信州ＡＣＥ（エース）プロジェクト推進事業

部局 健康福祉部 課・室 健康増進課

実施期間 H30 H34 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 健康寿命

総合的に展開する
重点政策

4-2 ライフステージに応じた健康づくりの支援
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３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

１

2

3

４

５

６

７

８

9

10

11

12

13

14

15

16

17

健診データの市町村別分析等による、地域の健康状態の
「見える化」と、市町村によるデータ分析や事業評価を支援
することで、市町村が行うデータヘルス計画に基づく保健
事業の効果的、効率的な実施を促進

1.00

3,333 2,996

2,067

0

1,061 171 1,061

医療費や生活習慣病の現状など、ＫＤＢ（国保データベー
ス）等を活用した分析を行い、地域の課題を見える化して
市町村と共有し、市町村による効果的な保健事業の実施
を支援

1.50 3,830 3,289 8,907

5,215

県民の健康意識を喚起するとともに、健康づくりの取組とそ
の継続を下支えするため、市町村や保険者と共に健康ポ
イント制度を研究

0

企業等が取り組む健康づくりを「ＡＣＥフォーラム」（県民大
会）で表彰して県民に「見える化」し、発信するほか、ＳＮＳ
の活用による若者向けの効果的な普及、発信を実施

1.50

合計 26.40 132,892 111,164 137,921

779

健康に配慮したメニューや弁当を選択できる環境整備の
促進、県内大学生等がSNSを活用して健康に配慮した食
生活について情報発信を実施

2.00 659 559 1,110

管理栄養士等を目指す県内大学生が地域の食と健康課
題等について学ぶため、栄養士会、食生活改善推進員と
交流する場を創出するほか、食生活改善推進員の実践活
動を強化する研修会等を実施

1.50 940

(働き盛りの健康づくり支援
関連事業）
働き盛りの健康づくり支援事
業

(働き盛りの健康づくり支援
関連事業）
運動習慣定着促進事業

信州ＡＣＥ（エース）プロジェ
クト普及・発信事業

ＡＣＥ（エース）健康ポイント
制度研究事業

562

協会けんぽ等の参加型ウォーキング”「健康づくりチャレン
ジ大作戦」2018グランプリ”と連携した運動継続支援と、運
動アドバイザーの派遣等を通じたインターバル速歩などの
効果的な運動手法の普及啓発を実施

1.20 429 273

協会けんぽ等保険者とともにスマホのアプリを活用し、県内
全域で働き盛り世代を対象とした参加型ウォーキング”「健
康づくりチャレンジ大作戦」2018グランプリ”を実施し、企業
における健康づくりの取組を支援

0.40 1,592 1,573

健康ボランティア活動強化
事業

1.00 785 57

（健康課題まるごと「見える
化」「気づき」プロジェクト）
長野県医療費適正化推進
事業
(健康課題まるごと「見える
化」「気づき」プロジェクト）
国民健康保険市町村支援
事業

No 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

（人） （当初） （決算） （当初）

プロジェクト
細事業名

No

健康に配慮した食環境整備
事業

信州ＡＣＥ（エース）プロジェ
クトＥａｔ 普及啓発キャン
ペーン

生活習慣病予防のための野菜摂取の重要性について集
中的な啓発を行うとともに、行動変容につなげるための具
体的な取組方法を発信

1.00 471 412 0

ライフステージ別課題に応
じた生活習慣改善実践事
業

「若者・子育て世代の食生活への意識の低さ」や「６５歳以
上女性の低栄養傾向」など、ライフステージ別の健康課題
を地域ごとに取り上げ、健康に配慮した食生活や適切な栄
養摂取の取組を実践

2.10 728 451 661

フレイル予防総合推進事業
専門職や関係者がフレイル予防や介護予防のための知識
や技術について理解を深め、実践活動に活かすとともに、
市町村の取組を促進する仕組みを構築

1.00 921 387 2,888

健康増進計画推進事業
県民が生涯にわたり健康で活力のある生活をし、「健康長
寿県ながの」の維持発展を図るため、第２期信州保健医療
総合計画を推進

1.00 2,039 1,614 2,039

健康増進事業費補助金 市町村が実施する保健事業に係る費用の一部を負担 1.30 111,925 96,140 106,327

信州の食を育む実践事業
食育関係者のネットワーク化と積極的な事業展開により、
県内の食育を推進

2.70 1,237 933 2,700

特定給食施設等指導事業
特定給食施設などの従事者に対する研修会の実施、特定
給食施設などに対する巡回指導を実施

2.70 560 387 575

たばこ対策推進事業
「おいしい空気の施設」の普及発信などによる、受動喫煙
防止対策の推進

1.20 514 221 1,819

地域保健関係職員研修事
業

県民の健康づくりを推進するため、管理栄養士等の保健
専門技術職員を対象とした研修会を実施

3.30 1,868 1,139 1,773
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

05 06 01

29年度

（健康課題まるごと「見える化」
「気づき」プロジェクト）
医療費適正化推進事業

医療費適正化評価事業
直
接

長野県医療費適正化推進委員会、医療費適正化計画評価
委員会の開催

長野県医療費適正化推進検討会（8/3、3/１8）委員会、
医療費適正化計画評価委員会（2/6）を開催。
医療費の現状把握、住民の健康の保持増進に係る事項等
と検討。

計画通り
○

755 1,061 1,061 171

（健康課題まるごと「見える化」
「気づき」プロジェクト）
医療費適正化推進事業

健康課題の「見える化」と健康づ
くり推進

直
接

各種保健医療統計の市町村別、圏域別などのデータ分
析、地域の健康課題の見える化による保健福祉事務所へ
の情報提供、市町村の健康づくり、生活習慣病予防にお
ける効果的な保健事業の推進の支援

研修会（6/4,10/18実施）等を通じて各種保健医療統計
の市町村別、圏域別などのデータ分析を実施。地域の健
康課題の見える化による保健福祉事務所への情報提供
（随時）、市町村の健康づくり、生活習慣病予防のため
の保健事業の推進を支援。

計画通り
○

0 0 0

(健康課題まるごと「見える化」
「気づき」プロジェクト）
国民健康保険市町村支援事業

国保ヘルスアップ支援員(保健師）
の配置

直
接

医療費や生活習慣病の現状など、ＫＤＢ（国保データ
ベース）等を活用した分析を行い、国保ヘルスアップ
チーム（保健師、栄養士等）を組織し、市町村の保健事
業を支援

市町村・保健福祉事務所の求めに応じて、医療費や生活
習慣病の現状など、ＫＤＢ（国保データベース）等を活
用した分析を行い、情報提供を実施。国民健康保険室と
連携し市町村への直接支援を実施（30市町村）

計画通り
○

24,865 3,830 3,289

（働き盛りの健康づくり支援関連
事業）
働き盛りの健康づくり支援事業

県内全域で、企業の社員を対象と
した参加型ウォーキング“事業所
対抗「学んで」「歩く」90日！”
を展開

直
接

参加型ウォーキング“事業所対抗「学んで」「歩く」90
日！”開始のためのキックオフイベントの開催

働き盛り世代の健康づくり習慣の定着を目指した、働き
盛り世代の「健康づくりチャレンジ大作戦」グランプリ
2018の実施にあたり、キックオフイベントを開催。（Ｈ
30.8.25　南長野運動公園　120人参加）

計画通り
○

184 184 462

（働き盛りの健康づくり支援関連
事業）
働き盛りの健康づくり支援事業

健康づくりに取り組む事業所の活
動継続強化と県内全域への水平展
開

補
助
金

事業所の健康づくりの取組事例の報告、情報交換、事業
所で実践できる健康づくりをテーマとしたセミナーを開
催するための費用の一部を助成
補助先:協会けんぽ等保険者

健康経営セミナーを県内4カ所（長野・松本・上田・
駒ヶ根）で開催。各所で、健康優良法人認定企業やモデ
ル事業所の健康づくりの取組事例の発表を実施。

計画通り
○

588 588 588

（働き盛りの健康づくり支援関連
事業）
働き盛りの健康づくり支援事業

県内全域で、企業の社員を対象と
した参加型ウォーキング“事業所
対抗「学んで」「歩く」90日！”
を展開

補
助
金

県内全域で、企業の社員を対象とした参加型ウォーキン
グ“事業所対抗「学んで」「歩く」90日！”を展開する
ための費用の一部を助成　補助先：協会けんぽ等保険者

働き盛り世代の健康づくり習慣の定着を目指した、働き
盛り世代の「健康づくりチャレンジ大作戦」グランプリ
2018を実施。県内事業所から205事業所、993チーム、
2,979名が参加。

計画通り
○

820 820 523

働き盛りの健康づくり支援事業
（事業者と連携した健康づくりモ
デル事業）

事業所における健康づくりのモデ
ル的な取組を支援

― ― 　 1,263

働き盛りの健康づくり支援事業
（事業者と連携した健康づくりモ
デル事業）

事業所における健康づくりのモデ
ル的な取組の評価分析及び発信

― ― 　 476

（働き盛りの健康づくり支援関連
事業）
運動習慣定着促進事業

地域・職域連携の身体活動・運動
の推進

直
接

協会けんぽ実施の参加型ウォーキング“事業所対抗「学
んで」「歩く」90日！”と連携した運動継続支援

事業所対抗ウォーキングに約3,000人が参加し、３か月
競い合いながら健康づくりに取り組んだ。

計画通り
○

0 0

（働き盛りの健康づくり支援関連
事業）
運動習慣定着促進事業

運動習慣普及啓発研修会の開催
直
接

運動習慣の普及を啓発するため、モデル市町村、企業の
先進的な取組事例の発表や、モノづくりと健康づくりの
連携事業としての健康関連機器の見える化体験会などを
実施

平成31年1月18日に、市町村の運動指導者、運動支援等
のボランティア等を対象にした「地域における運動習慣
定着に向けた研修会」を開催し、運動習慣定着取組事例
発表、効果的な運動方法の紹介等を行った。

計画通り
○

69 69 69 77

（働き盛りの健康づくり支援関連
事業）
運動習慣定着促進事業

運動アドバイザーの派遣
直
接

市町村や企業の個別の状況に応じた指導を行うことで、
運動習慣定着の取組の一層の推進と普及を図るため研修
会を実施し、運動アドバイザーを派遣

市町村、企業等６団体に対して、計12回運動アドバイ
ザーを派遣した。

計画通り
○

360 360 360 196

信州ACE（エース）プロジェクト普
及・発信事業

SNS等を活用した「若者向け『信州
ACEプロジェクト』」発信事業

委
託

ACE公式SNS（Facebook、Twitter、インスタグラム）な
どを活用したターゲットを明確にした広報、県民参加型
キャンペーンの実施

平成30年8月1日～9月30日の間、Facebook及びTwitterか
ら若者～働き盛り世代に向けて、ＳＮＳ広告を発信。さ
らに、Twitter及びインスタグラムでは、自身の健康づ
くりを投稿してもらう参加型キャンペーンを実施

計画通り
○

1,545 1,498 1,485

信州ACE（エース）プロジェクト普
及・発信事業

県内大学生による情報発信・活動
検討

直
接

SNSを活用した情報発信、県内大学生による「フードラ
イフ向上！検討会（仮）」の開催

・栄養士会や飲食店関係者等と連携し、県内大学生が
ワークショップ等を通じて、若い世代の食生活の重要性
や改善方策を検討。
・健康づくりに関する取組をSNSで発信

計画通り
○

404 404 26
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30年度
実施
状況

部局

信州ACE（エース）プロジェクト普
及・発信事業

働き盛り世代の「健康づくりチャ
レンジ大作戦」グランプリ2018
（ACEフォーラム：県民大会）の実
施

直
接

企業等が取り組む健康づくりを県内より広く募集して表
彰するとともに、県内全域へ普及

平成30年9月1日～11月30日の3ヵ月間、事業所対抗で健
康づくりに取り組む「健康づくりチャレンジ大作戦」を
実施。県内205の事業所から2,979名の働き盛り世代が参
加。
ACEフォーラムを平成31年1月20日（日）国際21で実施。
「健康づくりチャレンジ大作戦」の表彰式のほか、健康
づくりに関する講演会、事例発表を行い、一般県民、行
政、企業関係者など110名参加

計画通り
○

868 2,673 1,431 1,485

信州ACE（エース）プロジェクト普
及・発信事業

SNSを活用した発信事業 ― ― 　 1,000

信州ACE（エース）プロジェクト普
及・発信事業

企業における「健康経営力」向上
支援モデル事業

― ― 　 2,544

信州ACE（エース）プロジェクト普
及・発信事業

普及啓発・情報発信事業 ― ― 　

ACE（エース）健康ポイント制度研
究事業

信州型健康ポイント制度研究会の
開催とモデル事業の実施、検証

直
接

長野県の実情に合わせた健康ポイント制度、先進地域の
制度の研究、モデル事業の実施と検証

健康ポイント制度研究会を計３回開催した結果、県とし
ての取組は行わない結論となった。検討結果については
報告書をとりまとめた。

計画通り
○

1,173 785 57

健康ボランティア活動強化事業
栄養士、食生活改善推進員等との
交流による学びの場の創出と普及
発信

直
接

栄養士会や食生活改善推進員と県内の大学生（栄養学
科）がバランスの取れた食事の大切さを意見交換、交流
(連携大学：長野県立大学、松本大学、上田女子短期大
学等）

栄養士会及び食生活改善推進員と松本保健福祉事務所が
連携し、松本大学学生と交流しながら、若い世代の食生
活の課題を共有し、健康づくりの普及方法、地域の食の
継承等について検討した。

計画通り
○

106 106 81

健康ボランティア活動強化事業
食生活改善推進員ステップアップ
研修会

直
接

食生活改善推進員が地域の健康づくりの課題を理解し、
解決のための取組の実践者として活動できるよう支援す
るための研修会の開催(各保健福祉事務所）

保健福祉事務所ごとに地域の健康課題を共有し、課題解
決のための方策を検討するための研修会を開催（37回
/10圏域）

計画通り
○

532 532 532 200

健康ボランティア活動強化事業 ヘルスメイト活動強化会議
直
接

食生活改善推進員と養成・育成を担う行政関係者及び県
内大学生をはじめとした、健康づくりに関心のある若者
が一堂に会し、活動事例の発表や情報交換を通じて健康
づくりの活動の強化につながる取組を検討

食生活改善推進員と行政関係者が一堂に会し、活動事例
の発表や講演を通じて健康づくり活動の大切さと今後の
取組の方向を共有した。（11月）

計画通り
○

136 570 302 281

健康に配慮した食環境整備事業
県内大学生等によるSNSを活用した
ACEメニューの情報発信

直
接

県内大学生等によるSNSを活用した「おすすめACEメ
ニュー」の情報の発信

県内大学生が考案したコンビニ商品等のバランスのよい
組み合わせ方をSNSで発信

計画通り
○

0 0

健康に配慮した食環境整備事業
外食・中食における健康に配慮し
たメニュー提供の促進

委
託

信州食育発信３つの星レストラン登録店及びACE弁当販
売届出店の拡大と外食・中食における健康メニューの開
発等の支援

健康に配慮した外食・中食の提供を希望する事業者に対
して、メニュー開発やレシピ作成等の支援（長野県栄養
士会へ委託）22件

計画通り
○

699 582 234 423

健康に配慮した食環境整備事業
社員食堂「ヘルシーメニュー人気
上昇作戦セミナー（仮）」の開催
等

直
接

社員食堂において「健康に配慮したメニュー」を人気メ
ニューにするために必要な取組をビジネスモデルの観点
から考えるセミナーの開催

社員食堂関係者等を対象に「ヘルシーメニュー人気向上
セミナー」を開催（平成30年7月30日）

計画通り
○

120 425 136

信州ACE（エース）プロジェクト
Eat普及発信キャンペーン

県下一斉キャンペーンイベントの
開催

直
接

食品関連事業者や長野県栄養士会等と連携し、スーパー
や直売所等において地域農産物を活用したイベントを開
催

・栄養士会に委託し商業施設で「野菜たっぷり適塩キャ
ンペーン」を実施。啓発用ティッシュ（2,000個）、料
理集（1,500部）作成・配布（8月）
・啓発用ポスター、チラシを作成し関係機関、コンビニ
エンスストア等に配布

計画通り
○

5,430 471 412

ライフステージ別課題に応じた生
活習慣改善実践事業

ライフステージ別課題に応じた食
生活等改善事業

直
接

「若者・子育て世代の食生活への意識の低さ」や「65歳
以上の女性の低栄養傾向」など、ライフステージ別の健
康課題を地域ごとに取り上げ、健康に配慮した食生活や
適切な栄養摂取の取組を実践

各地域において、対策が必要なライフステージを検討
し、健康に配慮した食生活や適切な栄養摂取に向けた講
習会等を実践

計画通り
○

751 728 451

ライフステージ別課題に応じた生
活習慣改善実践事業
（地域課題に応じた減塩等モデル
事業）

地域課題に応じた減塩等モデル事
業

― ― 695
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健康福祉部 健康増進課課・室信州ＡＣＥ（エース）プロジェクト推進事業

30年度
実施
状況

部局

フレイル予防総合推進事業
フレイル予防対策における人材育
成等

直
接

「長野県版」人材育成研修プログラムの開発によるフレ
イル予防への意識の醸成と実践。フレイル予防研修等に
よる普及啓発等

フレイル予防推進検討会の開催（①11月5日、②2月4
日）
フレイル予防への意識の醸成のためのリーフレットを作
成・活用

計画通り
○

2,272 921 387

健康増進計画推進事業 長野県健康づくり推進県民会議
直
接

県計画の評価、推進方法の検討、普及啓発の実施と、地
域保健と職域保健の連携（1回／年）

健康づくり推進県民会議の開催（平成３１年２月13日）
　内容：県計画の評価、推進方法の検討、関係団体の健
康づくりの取組等の共有

計画通り
○

593 553 553 20 185

健康増進計画推進事業 圏域健康づくり推進会議
直
接

二次医療圏（保健福祉事務所）単位による、県計画の推
進、健康格差の縮小及び地域保健と職域保健の連携
・圏域健康づくり推進会議及び分野別会議　１回／年
・地域・職域連携推進会議　１回／年

48回970人出席圏域ごとに課題把握し、関係団体ととも
に取組を検討。
主なﾃｰﾏ：地域・職域保健の推進（佐久・上田・飯田・
木曽・松本・長野・北信）減塩（佐久・北信）等

計画通り
○

1,485 1,486 1,486 1,429

健康増進計画の策定 健康増進計画の策定 ― ― 1,066

健康増進事業費補助金 健康教育費、健康相談費等
補
助
金

壮年期からの健康づくりと生活習慣病の予防等のため、
健康増進法の規定により、市町村が40歳以上の居住者に
対して実施する健康増進事業の費用の一部を補助

壮年期からの健康づくりと生活習慣病の予防等のため、
健康増進法の規定により、市町村が40歳以上の居住者に
対して実施する健康増進事業の費用の一部を補助した。

計画通り
○

116,598 111,925 111,925 5,807 96,140

信州の食を育む実践事業
県民会議、県民大会の開催、信州
の食の情報発信

直
接

・県民会議・地域連絡会の開催
・県民大会・地域フォーラムの開催
・クックパッドを活用した信州の食の発信

・県民会議・地域連絡会の開催（食育推進検討会１回、
信州の食を育む県民会議1回、地域食育連絡会議19回）
・県民大会・地域フォーラムの開催（信州の食を育む県
民大会1回、食育地域フォーラム10回）
・クックパッドに健康づくり応援献立を掲載（各保健福
祉事務所年１回）

計画通り
○

1,546 846 846 601

信州の食を育む実践事業 食料産業・6次産業化交付金
補
助
金

地域の魅力再発見食育推進事業 ・伊那市、栄村の２市村へ補助金交付を行った。
計画通り

○
391 391 332

信州の食を育む実践事業 食育推進計画改定事業 ― ― 1,828

たばこ対策推進事業 受動喫煙防止対策の推進
直
接

終日全面禁煙施設を「おいしい空気の施設」として認定
し、HPなどで情報発信、商店街や観光地など多数の者が
利用する地域やエリアで禁煙や完全分煙の取組を推進、
国の新たな受動喫煙防止対策などに関する事業者向け説
明会の実施

・終日全面禁煙施設を「おいしい空気の施設」として認
定し、HPなどで情報発信（認定施設：累計1,506施設）
・国の新たな受動喫煙防止対策などに関する説明会を実
施した。（平成31年3月7日開催：県、市町村、企業対
象）

計画通り
○

1,033 514 514 175 221

たばこ対策推進事業 禁煙支援体制の充実
直
接

○保健福祉事務所職員による禁煙相談・支援
・卒煙・禁煙相談事業
・禁煙セールスマン事業
〇国の施設助成金活用の周知

・年間を通じて随時、保健福祉事務所職員による卒煙・
禁煙相談事業、禁煙セールスマン事業を実施した。
・遊技場、宿泊業等の企業組合を訪問し、法改正内容、
施設助成金について説明した。

計画通り
○

0 0

たばこ対策推進事業
（未成年者の喫煙・飲酒状況調
査）

未成年の喫煙・飲酒状況調査 ― ―

地域保健関係職員研修事業 地域保健関係職員研修会
直
接

・市町村管理栄養士等研修会の開催(各保健福祉事務
所）
・市町村行政栄養士研修会の開催
・中央研修会等への派遣

・市町村管理栄養士等研修会の開催(63回/10圏域）
・市町村行政栄養士研修会の開催（県：新任1回、全体1
回）
・全国行政栄養士研修会への派遣実施

計画通り
○

1,504 1,559 1,559 713

地域保健関係職員研修事業 特定保健指導人材育成事業
直
接

・保健医療科学院への指導者養成研修の保健福祉事務所
保健師・管理栄養士の派遣(2名）
・生活習慣病予防のための健診・保健指導研修会の開催

・指導者養成研修のため、保健医療科学院へ保健師及び
管理栄養士を派遣(2名）
・生活習慣病予防のための健診・保健指導研修会の開催
(平成30年7月16日）

計画通り
○

172 172 172 226
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30年度
実施
状況

部局

地域保健関係職員研修事業 健康づくり研究討論会
直
接

県内の健康づくり関係者（市町村、保健福祉事務所、学
校、産業保健、母子保健関係者等）による研究発表等

・平成30年度健康づくり研究討論会の開催（平成31年2
月7日）
　健康づくりに関する講演と、分科会に分かれての研究
討論を実施

計画通り
○

137 137 137 200

特定給食施設等指導事業 特定給食施設従事者の指導
直
接

・特定給食施設従事者の研修会・連絡会の開催
・特定給食施設の巡回指導
・食品表示・誇大広告の禁止等について周知を図るため
の研修会の開催
・食品表示の正しい理解と活用を普及啓発するための
リーフレットの作成

・特定給食施設等従事者の研修会（各保健所1回/年）、
連絡会（各保健所で必要に応じて）を開催
・特定給食施設等の巡回指導を実施
・食品関連事業者に対し、食品表示・誇大広告の禁止等
について周知を図るための研修会（各保健所で必要に応
じて）を開催

計画通り
○

560 560 560 387

135,919 162,248 132,892 6,002 111,164合　　　　計
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